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厚生労働省：職場の安全サイト https://anzeninfo.mhlw.go.jp/index.html

コントロールバンディング
有害性 【初級】

コントロールバンディングとは
化学物質の健康有害性についての簡易なリスクアセスメント手法として、｢コントロール・バンディング｣があります。

これは、ILO（国際労働機関）が、開発途上国の中小企業を対象に、有害性のある化学物質から労働者の健康を保護する
ために、簡単で実用的なリスクアセスメント手法を取り入れて開発した化学物質の管理手法です。

厚生労働省版コントロール・バンディングは、この手法をわが国で簡易的に利用できるようにウェブシステムとして開
発されたものです。 【液体または粉体を扱う作業（鉱物性粉じん、金属粉じん等を生ずる作業を除く。）】と【鉱物性粉
じん、金属粉じん等の生ずる作業】の2つのシステムがあり、次のような特徴があります。

化学物質濃度を測定しなくても良い。ばく露限界値がなくても使用可、有害性の情報は必要

作業別モデル対策シート
有害性 【初級】

作業別モデル対策シートとは
主に中小規模事業者など、リスクアセスメントを十分に実施することが難しい事業者を対象に、専門性よりも分かりや

すさや簡潔さを優先させ、チェックリスト、危険やその対策（リスク低減措置）を記載したシートです。リスクレベルは
考慮せずに作業別に代表的なリスク低減措置を記載しています。作業別モデル対策シートは、下記のような活用を想定し
ています。

現在の事業所などでとられている対策に抜け漏れがないかの確認
どのような対策を講じるかの検討を支援
危険な箇所の気付きのツール（どこに危険が潜んでいるかに気付くことを支援）

CREAT-SIMPLE
有害性 【初級】

CREATE-SIMPLEは、サービス業など幅広い業種にむけた簡単な化学物質リスクアセスメントツールです。
ばく露限界値（またはGHS区分情報に基づく管理目標濃度）と化学物質の取扱い条件等から推定したばく露濃度を比較

する方法となっています。英国安全衛生庁（HSE）が作成した、HSE COSHH essentialsなどに基づく、リスクアセスメ
ント手法における考え方を踏まえた、大量（数kL、数トン）の化学物質取扱事業者から極少量（数ml、数g）の化学物質
を取扱う事業者まで、業種を問わず幅広い事業者が使用可能な簡易なリスクアセスメント支援ツールです。

業種別のリスクアセスメントシート 有害性 【中級】

検知管を用いたリスクアセスメント 有害性 【中級】

リアルタイムモニターを用いたリスクアセスメント 有害性【中級】

ECETOC TRA 有害性【上級】

独EMKG定量式リスクアセスメントツール 有害性【中級】

直接濃度測定
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CREAT-SIMPLEの使用事例の紹介

CREATE-SIMPLE を用いたリスクアセスメント

①使い方の説明
CREAT-SIMPLEを実際に使ってみる （当センターの作業場を対象）

②比較検証
EMATEC方式(当所独自手法)とCREATE-SIMPLE(厚生労働省HP)を比較。
（EMATEC方式の検証 - 当センターで実施したリスクアセスメントの妥当性）

③新規作業場でのリスクアセスメント
リスクアセスメントを実施していない作業を対象にCREAT-SIMPLEを用いてを実施。

④参考情報
マスクフィットテストの紹介
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PDF

PDF

エクセル

１．ダウンロード方法
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マニュアル（p6）参照

２．基本的な考え方（リスクの見積もり方）
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（使用感想）
入力は感覚的にわかりやすい
項目は選択式で迷わないで良い

3．使い方
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3．使い方（STEP 1 基本情報の入力）

（使用感想）
化学物質情報は検索選択画面から自動入力
部分検索可
※SDS情報は2019年3月時点、最新のSDS情報を確認
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GHS分類情報
SDSの「2.GHS分類」の欄を参照

ばく露限界値
SDSの「８.ばく露防止及び保護措置」の欄を参照

物理化学的性状
SDSの「９．物理的及び化学的性質」の欄を参照

SDS(データ安全シート） 日本産業衛生学会 許容濃度
労働者が1日8時間，週間40時間程度，肉体的に激しくない労働強度で有害物質に曝露される場

合に，当該有害物質の平均曝露濃度がこの数値以下であれば，ほとんどすべての労働者に健康上の
悪い影響が見られないと判断される濃度である．

最大許容濃度とは，作業中のどの時間をとっても曝露濃度がこの数値以下であれば，ほとんどす
べての労働者 に健康上の悪い影響が見られないと判断される濃度である．

米国産業衛生専門家会議（ACGIH）
通常１日８時間及び１週間に４０時間の労働時間に対する時間荷重平均濃度（ＴＬＶ－ＴＷＡ）

として、又は１５分間の短時間ばく露限界（ＴＬＶーＳＴＥＬ）として、又は、作業中のばく露の
いかなる時でも超えてはならない濃度である上限値（ＴＬＶ－Ｃ）として、表示されている。

4．使い方（STEP 2 物質の情報）

（使用感想）
物質の情報が一覧で見やすくなっている。
表示・非表示が選択可
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※入力の方法は選択式、エクセルシート（マニュアル）に詳細が記載

Q1 揮発性 ①50℃未満 ②50℃～150℃ ③150℃以上

Q2 取扱量 ①1kL以上 ②1L～1kL ③100mL～1L ④10mL～100mL ⑤10mL未満

Q3 含有率 ①25％以上 ②5％～25％ ③1％～5％ ④1％未満

Q4 スプレー作業の有無 ①はい ②いいえ

Q5 塗布面積(1ｍ2以上) ①はい ②いいえ

Q6 換気状況 ①換気なし ②全体換気 ③工業的な全体換気
④局所排気(外付け式ﾌｰﾄﾞ) ⑤局所排気(囲い式ﾌｰﾄﾞ) ⑥密閉容器での取り扱い

Q7 作業時間 1時間毎に選択、1時間未満の場合は30分毎

Q8 作業頻度 週に何日 or  月に何日

Q9 呼吸用保護具（任意） ①半面型 ②全面型 ③なし

Q9 フィットテストの有無（任意） ①なし ②フィットチェック ③フィットテスト

Q10 接触面積 ①大きなコインのサイズ ②片方の手のひらに付着 ③両方の手のひらに付着
④両手全体に付着 ⑤両手及び手首 ⑥両手の肘から下全体

Q11 手袋の着用 ①なし ②情報のない手袋 ③耐透過性、耐浸透性

Q12 手袋の教育訓練 ①なし ②基本的な教育訓練 ③十分な教育訓練

5．使い方（STEP 3 作業情報の入力）

（使用感想）
STEP3の項目はほとんどが選択式
選択の判断はマニュアルを参照
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6．リスクレベルの定義

設計基準参照

ばく露限界値を
超えている

ばく露限界値
以下
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①

②③ リスク低減対策の検討 ③

④ボタンを押す

⑤
対策後のリスク結果

再選択

7．レポート出力とリスク低減対策の検討

例：作業時間を下げる
フィットテストの実施

（使用感想）
実施レポートのシート上でリスク対策の検討
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対策後のリスク

保存

7．レポート出力とリスク低減対策の検討

（使用感想）
対策の検討が容易
リスクの見積、対策までが短時間作業で可能



合計 吸入 経皮吸収
換気

（作業場所）
作業時間 防護マスク フィットテスト

ドラフト外で作業 Ⅳ Ⅳ Ⅰ ドラフト外で作業 6時間超～7時間以下 半面型着用 なし

マスクなしでの作業 Ⅲ Ⅲ Ⅰ ドラフト 6時間超～7時間以下 マスクなし なし

現在の作業状況 Ⅱ Ⅱ Ⅰ ドラフト 6時間超～7時間以下 半面型着用 なし

対策① Ⅱ Ⅱ Ⅰ ドラフト 6時間超～7時間以下 半面型着用 フィットテスト実施

対策② Ⅰ Ⅰ Ⅰ ドラフト 4時間超～5時間以下 半面型着用 フィットテスト実施

対策③ Ⅰ Ⅰ Ⅰ ドラフト 3時間超～4時間以下 半面型着用 フィットテスト実施

リスク
リスクアセスメント結果

対策

CREATE-SIMPLE を用いたリスクアセスメント
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対策①
フィットテスト、フィットチェックを実施。

対策②③
作業時間を減らす。

（作業者2人にして交代で分析作業、又は1日に処理する検体数を減らす。）

8．低減対策の検討とリスクの明確化

低減対策と、当該作業場でのリスクを明確化する。

低減対策とリスクの明確化の作成例 （作業場：EMATEC-金属分析室、分析項目：陰イオン界面活性剤）
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当センターで実施したリスクアセスメント手法とCREAT-SIMPLEを比較

CREATE-SIMPLE を用いたリスクアセスメント

EMATEC方式 CREATE-SIMPLE

開発者
一般財団法人
関西環境管理技術センター

厚生労働省
みずほ情報総研（株）

開発年 平成28年度 平成29～30年度

内容
作業条件、危険有害性からリスクの程度見積
（分析業務に特化した内容で作成）

作業条件、危険有害性からリスクの程度見積
（幅広い業種で使用可）

リスクの程度

5段階評価
Ⅴ　耐えられないリスク

  Ⅳ　大きなリスク
　Ⅲ　中程度のリスク
　Ⅱ　小さなリスク
　Ⅰ　些細なリスク

4段階評価
Ⅳ　大きなリスク

　Ⅲ　中程度のリスク
　Ⅱ　小さなリスク
　Ⅰ　些細なリスク

(吸入)推定ばく露濃度の算出 ×　（実測濃度測定による補完） ○算出可
(経皮)推定吸収量 ×　 ○算出可
SDS情報 データベースから自動入力可 データベースから自動入力可
作業条件 ・取扱量(3段階) ・取扱量(5段階)

・揮発性（4段階） ・揮発性(3段階)
※99％以上の試薬 ・含有率(4段階)

・換気状況(4段階) ・換気状況(6段階)
・作業方法（スプレー作業）（2段階）
・作業方法（塗布面積）（2段階）

・マスク着用(3段階) ・呼吸用保護具の着用状況(5段階)
・作業時間(5段階) ・作業時間、作業頻度(8段階)

使用ソフト エクセルファイル（マクロ使用） エクセルファイル（マクロ使用）

使用許可 － ダウンロード可

・作業状態(3段階)
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当センタの作業場でCREATE-SIMPLEを用いてリスクアセスメントを実施
（EMATEC方式のリスクアセスメントと比較）

①MBAS(陰イオン界面活性剤）分析
当センター分析室内

クロロホルム （1～2L）/日

②ダイオキシン類(DXN)分析
当センター分析室内

トルエン・アセトン・ヘキサン （２～5L）/日
ジクロロメタン（1～3L）/日

対象物質：クロロホルム
作業場：当センター（金属分析室）

対象作業：陰イオン界面活性剤分析

1日使用量：1～2L
作業場所：抽出・発色等のクロロホルムを使用する時はドラフト内で作業

吸光光度計の測定はドラフト外で作業
作業頻度：月に3～4回程度

対象物質：トルエン、アセトン、ヘキサン、ジクロロメタン
作業場：当センター（1階ダイオキシン類室）

対象作業：ダイオキシン類分析

1日使用量：トルエン（2～4L）、アセトン（3～5L）、ヘキサン（3～5L）、
ジクロロメタン（1～3L）

作業場所：全てドラフト内で作業

作業頻度：月に3～5回程度



EMATEC方式

－ 合計 吸入
経皮
吸収

クロロホルム マスクあり
ドラフト内 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ

クロロホルム マスクなし Ⅲ Ⅲ - -

クロロホルム 室内換気のみ Ⅳ Ⅳ - -

アセトン マスクあり
ドラフト内 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

ヘキサン マスクあり
ドラフト内 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ

トルエン マスクあり
ドラフト内 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ

ジクロロメタン マスクあり
ドラフト内 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ

ジクロロメタン マスクなし Ⅲ Ⅲ - -

ジクロロメタン 室内換気のみ
マスクなし Ⅳ Ⅳ - -

②ダイオキシン類分析

CREATE-SIMPLE

①陰イオン界面活性剤分析

リスク

作業内容 対象物質

■■■リスクアセスメントの実施事例■■■ ■■■一般財団法人関西環境管理技術センター
EMATEC（エマテック)

当センターで実施したリスクアセスメント手法とCREAT-SIMPLEを比較

CREATE-SIMPLE を用いたリスクアセスメント

※当センターで実施した方法とCREATE-SIMPLEで実施した結果は、ほぼ同じ結果となっていた。

リスクが高くなる
ように条件変更

リスクが高くなる
ように条件変更
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他の作業場でCREATE-SIMPLEを用いてリスクアセスメントを実施
（上段：VOC関連、下段：VOC以外）

①MBAS(陰イオン界面活性剤）分析
当センター分析室内

クロロホルム （1～2L）/日

②ダイオキシン類(DXN)分析
当センター分析室内

トルエン・アセトン・ヘキサン （２～5L）/日
ジクロロメタン（1～3L）/日

③塗膜剥離（有機性剥離剤）
屋外作業

ジクロロメタン （～1L）/日

④アスベスト(石綿)採取
屋内・屋外

石綿含有建材 （～100g）/日

⑤絶縁油PCB採取
屋内作業

PCB （～100mL）/日

⑥溶接作業場
屋内作業（某工場）

溶接ヒューム（マンガン）

対象部署：測定分析 対象部署：測定分析 対象部署：環境技術

対象部署：環境技術 対象部署：環境技術 対象部署：－
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リスクアセスメント結果

部署により、リスクアセスメントの温度差が大きい。
化学物質の取り扱う機会の多い分析業務や作業環境業務従事者はリスクアセスメントの意識が高いが、調査業務の従事
者や、その他職種の従事者では、化学物質のリスクアセスメントの意識が低い傾向がある。

合計 吸入
経皮
吸収

屋外 ③塗膜採取（有機性剥離剤） ジクロロメタン 屋外 Ⅱ Ⅱ Ⅰ

屋内 ④石綿（アスベスト）採取 石綿 換気なし Ⅲ Ⅲ －

屋内 ⑤絶縁油のPCB採取 ポリ塩化ビフェニル 換気なし Ⅲ Ⅲ －

屋内 ⑥溶接作業場 マンガン（粉じん） 全体換気 Ⅳ Ⅳ －
濃度測定（R3）
フィットテストの実施（R5.4～）

①適切なマスク着用の徹底
②フィットテストの実施

対象物質作業場 対策案
換気

（作業場所）作業内容
リスク
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フィットテストとは？（JIS T 8150：2021）
呼吸用保護具と顔の密着性の確認（定性的フィットテスト・定量的フィットテスト）
※粉じん用のマスクで測定を行う。
（防毒マスクの吸収缶を防塵マスクの吸収缶に取り換えて実施）

（柴田科学HPのカタログより参照） （興研株式会社HPより参照）



ご視聴ありがとうございました。
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